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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】各種媒体に印刷を実行する際、表示装置に表示
される表示画像と印刷装置によって印刷される媒体の印
刷画像との色味が一致する画像処理装置を提供する。
【解決手段】画像を表示する表示部と、前記表示部の表
示特性を調整する表示調整部と、前記画像を印刷する媒
体を設定する印刷設定部と、を有し、前記表示調整部は
、前記印刷設定部で前記設定された媒体の情報に基づい
て、前記表示特性を調整する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示する表示部と、
　前記表示部の表示特性を調整する表示調整部と、
　前記画像を印刷する媒体を設定する印刷設定部と、を有し、
　前記表示調整部は、前記印刷設定部で前記設定された媒体の情報に基づいて、前記表示
特性を調整することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像処理装置において、
　前記表示調整部は、前記設定された媒体の地色に基づいて前記表示特性を調整すること
を特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の画像処理装置において、
　前記表示調整部は、前記設定された媒体の表面の液体定着性に基づいて前記表示特性を
調整することを特徴とする画像処理装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の画像処理装置において、
　複数の前記表示部を有し、
　前記表示調整部は、印刷される前記画像を確認する前記表示部の前記表示特性を調整す
ることを特徴とする画像処理装置。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の画像処理装置において、
　前記表示部に表示する前記画像の色を調整する色調整部を有し、
　前記色調整部は、前記印刷設定部で設定された媒体の情報に基づいて前記色を調整する
ことを特徴とする画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、表示用画像データに対して表示調整処理を実行し、表示装置に再現される表示画
像の特性を、印刷装置によって再現される印刷画像の色再現特性に一致または近似させる
画像処理装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－９９２４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、印刷装置によって印刷される媒体は各種存在し、媒体毎に発色特性が異なる
ため、媒体に印刷された印刷画像の色味は、媒体毎に異なる。このため、例えば、各種媒
体に印刷を実行する際、表示装置に表示される表示画像と印刷装置によって印刷される媒
体の印刷画像との色味が、必ずしも一致しない、という課題があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態または適用例として実現することが可能である。
【０００６】
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　［適用例１］本適用例にかかる画像処理装置は、画像を表示する表示部と、前記表示部
の表示特性を調整する表示調整部と、前記画像を印刷する媒体を設定する印刷設定部と、
を有し、前記表示調整部は、前記印刷設定部で前記設定された媒体の情報に基づいて、前
記表示特性を調整することを特徴とする。
【０００７】
　この構成によれば、各種媒体の発色特性等の情報に基づいて表示部の表示特性が調整さ
れる。これにより、表示部における表示画像と媒体に印刷される印刷物の印刷画像との互
いの色合いを容易に合わせることが可能となる。そして、印刷される画像の色合いを印刷
前に表示部で確認することができる。
【０００８】
　［適用例２］上記適用例にかかる画像処理装置の前記表示調整部は、前記設定された媒
体の地色に基づいて前記表示特性を調整することを特徴とする。
【０００９】
　この構成によれば、印刷される媒体の下地の色に基づいて表示部の表示特性が調整され
る。これにより、表示部における表示画像と媒体に印刷される印刷物の印刷画像との互い
色合いを容易に合わせることができる。
【００１０】
　［適用例３］上記適用例にかかる画像処理装置の前記表示調整部は、前記設定された媒
体の表面の液体定着性に基づいて前記表示特性を調整することを特徴とする。
【００１１】
　この構成によれば、印刷される媒体の表面の液体定着性に基づいて表示部の表示特性が
調整される。これにより、表示部における表示画像と媒体に印刷される印刷物の印刷画像
との色合いを容易に合わせることができる。
【００１２】
　［適用例４］上記適用例にかかる画像処理装置では、複数の前記表示部を有し、前記表
示調整部は、印刷される前記画像を確認する前記表示部の前記表示特性を調整することを
特徴とする。
【００１３】
　この構成によれば、複数の表示部のうち、例えば、画像の編集等を行う表示部と、表示
特性が調整された画像を表示する表示部と、を使い分けることが可能となり、作業性を向
上させることができる。
【００１４】
　［適用例５］上記適用例にかかる画像処理装置では、前記表示部に表示する前記画像の
色を調整する色調整部を有し、前記色調整部は、前記印刷設定部で設定された媒体の情報
に基づいて前記色を調整することを特徴とする。
【００１５】
　この構成によれば、各種媒体の発色特性等の情報に基づいて表示部に表示される画像の
色が調整される。これにより、所望する印刷物の色合いを容易に調整することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】印刷システムの構成を示す概略ブロック図。
【図２】画像処理部の構成を示すブロック図。
【図３】印刷する用紙を設定する設定画面を示す模式図。
【図４】画像処理装置の制御方法を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。なお、以下の各図におい
ては、各部材等を認識可能な程度の大きさにするため、各部材等の尺度を実際とは異なら
せて示している。
【００１８】
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　まず、画像処理装置の構成について説明する。画像処理装置は、画像を表示する表示部
と、表示部の表示特性を調整する表示調整部と、画像を印刷する媒体を設定する印刷設定
部と、を有し、表示調整部は、印刷設定部で設定された媒体の情報に基づいて、表示特性
を調整するものである。なお、本実施形態では、画像処理装置を含む印刷システムの構成
を例にして説明する。図１は、印刷システムの構成を示すブロック図である。図１に示す
ように、印刷システム１は、画像処理装置２と、印刷部としてのプリンター４０と、を備
えている。画像処理装置２は、画像処理部としてのコンピューター１０と、表示部として
のディスプレイ３０と、を備えている。
【００１９】
　コンピューター１０は、例えば、ユーザーが使用する周知の汎用パーソナルコンピュー
ターであり、各種制御を実行するＣＰＵ１２と、データを一時記憶するＲＡＭ１６と、各
種制御プログラムを記憶するＲＯＭ１７と、各種アプリケーションプログラムや各種デー
タファイルを記憶する大容量メモリーであるハードディスク装置１４と、ユーザーからの
指示を入力可能とする入力装置（例えば、キーボードやマウス等）１５と、ディスプレイ
３０やプリンター４０等と接続可能なインターフェイス１８と、を備え、これらはバス１
９を介してデータ授受可能に接続されている。なお、ディスプレイ３０とコンピューター
１０との接続方式及びプリンター４０とコンピューター１０との接続方式は、特に限定さ
れず、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）のようなシリアルバスを介
して接続されても良いし、無線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）のよう
にネットワークを介して接続された構成であってもよい。
【００２０】
　ハードディスク装置１４には、ディスプレイ３０へ表示ジョブを送信して表示処理を行
うときに用いられるディスプレイドライバー１４１やプリンター４０へ印刷ジョブを送信
して印刷処理を行うときに用いられるプリンタードライバー１４２が記憶されている。ま
た、ハードディスク装置１４には、プリンター４０で印刷される媒体としての用紙に対応
してディスプレイ３０の表示特性を調整するための表示特性調整情報等が記憶されている
。表示特性調整情報には、例えば、用紙の種類（上質紙、コート紙、再生紙等）、用紙の
地色、用紙の表面における液体（インク等）の定着性（濡れ広がり特性）等が含まれると
ともに、これらの各用紙の特性に応じてディスプレイ３０の表示特性を調整するための表
示調整用データが含まれている。当該表示調整用データは、予め用紙の特性毎にディスプ
レイ３０に対してキャリブレーション等により取得したデータであり、例えば、色温度、
色調、トーンカーブ等である。なお、表示特性調整情報は上記に限らず、他に、例えば、
用紙の素材や用紙の表面粗さ等を含むとともに、これらの各用紙の情報に応じた表示調整
用データを含む構成であってもよい。
【００２１】
　コンピューター１０は、ディスプレイ３０に表示されたカーソル等をユーザーがキーボ
ードやマウス等の入力装置１５を介して入力操作すると、その入力操作に応じた動作を実
行する機能を有している。また、コンピューター１０は、インストールされたプログラム
に応じて、ディスプレイ３０に対して表示処理を指令したり、プリンター４０に対して印
刷処理を指令したり、プリンター４０の情報を表示したりする。なお、ディスプレイ３０
は、例えば、カラー液晶ディスプレイやＣＲＴ、カラー有機エレクトロルミネッセンス表
示装置等である。また、プリンター４０は、例えば、シアン、マゼンタ、イエロー、ブラ
ックの４色のインクを吐出して印刷するインクジェット方式のものである。なお、インク
の種類は４色だけに限らず、さらに多くの色のインクを吐出して印刷する構成であっても
よい。
【００２２】
　次に、画像処理部の構成について説明する。図２は、画像処理部の構成を示すブロック
図である。画像処理部２００は、各種アプリケーションプログラム等をＣＰＵ１２の指示
に基づいて実行することによりコンピューター１０上に構築される。
【００２３】
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　図２に示すように、画像処理部２００は、画像データ入力部２１０と、印刷設定部２２
０と、色調整部としての第１色調整部２３０と、表示調整部２４０と、ディスプレイデバ
イス出力部２５０と、を備えている。さらに、画像処理部２００は、第２色調整部２６０
と、プリンターデバイス出力部２７０と、を備えている。なお、これらの各機能部等は、
コンピューター１０におけるハードウェアと、ソフトウェアとが協働することにより実現
される。
【００２４】
　画像データ入力部２１０では、画像データを取得する機能を有する。具体的には、画像
ファイルがオープンされ、画像データが入力される。入力された画像のデータは、ＲＡＭ
１６上の所定の場所に書き込まれる。
【００２５】
　印刷設定部２２０は、プリンター４０で画像を印刷する用紙を設定（選択）する機能を
有する。図３は、印刷する用紙を設定する設定画面を示す模式図である。図３に示すよう
に、設定画面３００には、用紙種類を設定（選択）の他、用紙の設定項目が含まれている
。なお、設定画面３００は、例えば、アプリケーション１４３において用紙設定を指示す
ることにより表示される。
【００２６】
　本実施形態にかかる設定画面３００では、用紙の種類の選択部３１０、用紙の地色の選
択部３２０、用紙の表面の液体定着性の選択部３３０、ＯＫボタン３４０、キャンセルボ
タン３５０及びヘルプボタン３６０を備えている。なお、用紙の種類を選択することで、
表示特性調整情報から、選択された用紙の種類に応じた、用紙の地色や用紙の表面の液体
定着性を自動的に選択し、設定してもよい。その場合、用紙の地色の選択部３２０および
用紙の表面の液体定着性の選択部３３０は、設定画面３００に表示しなくてもよい。ただ
し、用紙に対して、用紙の表面状態の改質、用紙の表面へのコーティング、用紙の水分量
調整、または、用紙の温度調整、等、何らかの処理を行い、用紙の種類に応じた地色や液
体定着性と異なる状態となる場合や、用紙の種類に応じた状態から変化がある場合には、
処理の内容に応じて地色や液体定着性を選択し設定することが好ましいが、用紙の地色の
選択部３２０および用紙の表面の液体定着性の選択部３３０を表示し、処理後の状態を見
て選択可能としてもよい。
【００２７】
　用紙の種類の選択部３１０は、表示された複数の用紙の中からプリンター４０で印刷す
るために使用される用紙の種類を設定（選択）するものである。表示される用紙の種類と
しては、例えば、上質紙、コート紙や再生紙等が表示される。ユーザーは各用紙に対応す
るチェックボックス３１１にチェックすることにより、用紙の種類を設定（選択）するこ
とができる。
【００２８】
　用紙の地色の選択部３２０では、表示された複数の地色からプリンター４０で印刷する
ために使用される用紙の地色を設定（選択）するものである。用紙の種類毎に用紙の地色
が異なり、同じインク量で印刷しても、用紙の種類により色味が異なることがある。その
ため、用紙の地色を反映し色変換処理を行うことで、表示される色を、より印刷した時の
色味に近付けることができる。表示される用紙の地色としては、例えば、白色系であれば
、白、乳白色、鉛白や灰白色等が表示される。ユーザーは各地色に対応するチェックボッ
クス３２１にチェックすることにより、用紙の地色の種類を設定（選択）することができ
る。なお、用紙の地色を設定する精度を高めるために、予め測定した用紙の地色の色彩値
を指定できることが好ましい。また、予め測定した用紙の地色の色彩値を表示特性調整情
報に含めておき、用紙の種類を選択することで、用紙の地色を設定してもよい。
【００２９】
　用紙の表面の液体定着性の選択部３３０では、表示された複数の液体定着性の中からプ
リンター４０で印刷するために使用される用紙の液体定着性を設定（選択）するものであ
る。用紙の種類毎に用紙の液体定着性が異なり、同じインク量で印刷しても、用紙の種類
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毎に、インクの吸収状態や、用紙表面のインクの濡れ状態の違いにより、色味が異なるこ
とがある。そのため、用紙の液体定着性を反映し色変換処理を行うことで、表示される色
を、より印刷した時の色味に近付けることができる。表示される液体定着性としては、例
えば、低、中、高等で表示される。ユーザーは各液体定着性に対応するチェックボックス
３３１にチェックすることにより、用紙の液体定着性を設定（選択）することができる。
なお、用紙の液体定着性を設定する精度を高めるために、予め確認した用紙の液体定着性
を指定できることが好ましい。また、予め確認した用紙の液体定着性を表示特性調整情報
に含めておき、用紙の種類を選択することで、用紙の液体定着性を設定してもよい。
【００３０】
　ＯＫボタン３４０は、設定画面３００で設定された操作を確定するものである。キャン
セルボタン３５０は、設定画面３００を中断して終了するものである。ヘルプボタン３６
０は、設定画面３００の操作に関する情報を表示するものである。
【００３１】
　画像処理部２００の第１色調整部２３０は、印刷設定部２２０で設定された用紙の情報
に基づいて、ディスプレイ３０に表示する画像の色を調整するための一部機能を有する。
具体的には、第１色調整部２３０には、アプリケーションプログラムを構成する色変換プ
ログラムが実装されている。そして、第１色調整部２３０では、入力された画像データの
画像ファイルに備えられているソースプロファイルを画像毎に適用することにより、第１
のプロファイル接続空間に変換する機能を有している。また、第１色調整部２３０では、
ソースプロファイルに関連付けされた画像データに対して、プリンター４０で印刷される
用紙（印刷媒体）に応じた媒体プロファイルを適用することにより、第１のプロファイル
接続空間を第２のプロファイル接続空間に変換する機能を有している。さらに、第１色調
整部２３０では、媒体プロファイルに関連付けされた画像データに対して、ディスプレイ
３０に応じたディスプレイプロファイルを適用し、第２のプロファイル接続空間を所定の
色空間に変換する機能を有している。なお、本実施形態では、上記各色空間変換処理（色
調整）においてＩＣＣプロファイルを適用している。
【００３２】
　表示調整部２４０は、印刷設定部２２０によって設定された用紙の情報に基づいて、デ
ィスプレイ３０の表示特性を調整するための一部機能を有する。具体的には、プリンター
４０で印刷される用紙の情報（用紙種類、地色、液体定着性等）に基づいて、ディスプレ
イ３０の表示特性を調整するための表示調整用データを取得する。例えば、色温度データ
を取得する。これにより、取得した色温度データをディスプレイ３０の調整に適用するこ
とにより、ディスプレイ３０において印刷する用紙に適応した画像表示が可能となる。な
お、プリンター４０で印刷される用紙の情報に対応するディスプレイ３０の表示調整用デ
ータはハードディスク装置１４に記憶されている。
【００３３】
　ディスプレイデバイス出力部２５０は、第１色調整部２３０と表示調整部２４０とから
送られた各データをディスプレイドライバー１４１に送る。プリンタードライバー１４２
は、色調整データと表示調整用データとから表示データを生成する。そして、生成された
表示データをディスプレイ３０に送られ、ディスプレイ３０において画像が表示される。
【００３４】
　また、第２色調整部２６０には、アプリケーションプログラムを構成する色変換プログ
ラムが実装されている。第２色調整部２６０では、入力された画像データの画像ファイル
が備えているソースプロファイルを画像毎に適用することにより、第１のプロファイル接
続空間を所定の色空間に変換する。さらに、第２色調整部２６０は、プリンター４０で印
刷される用紙（印刷媒体）に応じた出力プロファイルを適用することにより、第１のプロ
ファイル接続空間を所定の色空間に変換する機能を有する。なお、本実施形態における各
色空間変換（色調整）処理は、ＩＣＣプロファイルを適用することにより実行される。
【００３５】
　プリンターデバイス出力部２７０は、第２色調整部２６０から送られたデータをプリン
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タードライバー１４２に送る。プリンタードライバー１４２は、送信された色変換データ
を基に、印刷すべき画像の解像度を変換する解像度変換機能、ＲＧＢのカラー画像データ
を印刷で使用する色毎のインク量データに変換する色変換機能、インク毎にハーフトーン
処理を施して印刷画素毎にドット形成データを生成するハーフトーン機能及びドット形成
データを所定の配列に並べるデータ配列機能等を備え、印刷データを生成する。生成され
た印刷データはプリンター４０に送られ、プリンター４０において設定された用紙に画像
が印刷される。
【００３６】
　次に、画像処理装置の制御方法について説明する。図４は、画像処理装置の制御方法を
示すフローチャートである。
【００３７】
　図４に示すように、まず、対象となる画像データを取得する（ステップＳ１０１）。具
体的には、画像データ入力部２１０により画像データが入力され、ＲＡＭ１６上に書き込
まれる。
【００３８】
　次いで、用紙を設定する（ステップＳ１０２）。具体的には、印刷設定部２２０により
プリンター４０で印刷する用紙を設定する。これにより、用紙の特性情報が設定される。
この場合の取得可能な用紙の特性情報としては、例えば、用紙の種類、用紙の地色や用紙
の表面の液体定着性等である。
【００３９】
　ステップＳ１０２に次いで、ディスプレイ３０の画像の色の調整の一部処理を行う（ス
テップＳ１０３）。具体的には、第１色調整部２３０により、印刷設定部２２０で設定さ
れた用紙の特性情報に基づいて色変換処理を行う。
【００４０】
　次いで、ディスプレイ３０の表示特性の調整の一部処理を行う（ステップＳ１０４）。
具体的には、表示調整部２４０により、印刷設定部２２０で設定された用紙の特性情報に
基づいてディスプレイ３０の表示特性を調整するための表示調整用データを取得する。表
示調整用データとしては、例えば、色温度や色調データ等である。
【００４１】
　次いで、表示データを生成する（ステップＳ１０５）。具体的には、色変換データと表
示調整用データとがディスプレイデバイス出力部２５０を介してディスプレイドライバー
１４１に送られ、ディスプレイドライバー１４１において送信された色変換データと表示
調整用データとに基づいた表示データが生成される。
【００４２】
　次いで、生成された表示データがディスプレイ３０に送られ、ディスプレイ３０におい
て画像が表示される（ステップＳ１０６）。
【００４３】
　また、ステップＳ１０２の用紙の設定に次いで、プリンター４０で印刷される画像の色
の調整の一部処理を行う（ステップＳ１１０）。具体的には、第２色調整部２６０により
、印刷設定部２２０で設定された用紙の特性情報に基づいて色変換処理を行う。
【００４４】
　次いで、印刷データを生成する（ステップＳ１１１）。具体的には、色変換データがプ
リンターデバイス出力部２７０を介してプリンタードライバー１４２に送られ、プリンタ
ードライバー１４２において送信された色変換データに基づいた印刷データが生成される
。
【００４５】
　次いで、生成された印刷データがプリンター４０に送られ、プリンター４０において用
紙に画像が印刷される（ステップＳ１１２）。
【００４６】
　なお、本発明の上記実施形態について、図面を参照して説明したが、具体的な構成は、
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本実施形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含ま
れる。例えば、上述した実施形態において、ハードウェアによって実現されていた構成の
一部をソフトウェアに置き換えて実現しても良く、逆に、ソフトウェアによって実現され
ていた構成の一部をハードウェアに置き換えて実現してもよい。
【００４７】
　以上、上記実施形態によれば、以下の効果を得ることができる。
【００４８】
　ディスプレイ３０には、プリンター４０で印刷される用紙の情報に基づいた表示調整用
データによって調整されることで画像が表示される。これにより、ディスプレイ３０に対
して印刷される用紙に適した表示特性が容易に調整される。また、ディスプレイ３０に画
像表示とプリンター４０によって印刷される用紙上の印刷画像との色合いとを容易に合わ
せることができる。さらに、印刷設定部２２０等の印刷に関わる設定を行う際に、プリン
ター４０で印刷する用紙を設定することにより、自動的にディスプレイ３０の表示特性が
調整されるため、ユーザーが用紙毎にディスプレイ３０の表示調整を行う必要が無くなり
、作業工数を低減させることができる。また、プリンター４０に関する設定を行うことで
、ディスプレイ３０とプリンター４０の色変換処理が可能なため、ディスプレイ３０、プ
リンター４０を個々に調整する必要が無く、より作業工数を低減させることができる。
【００４９】
　なお、本発明は上述した実施形態に限定されず、上述した実施形態に種々の変更や改良
などを加えることが可能である。変形例を以下に述べる。
【００５０】
　（変形例１）上記実施形態の画像処理装置２は、一台のコンピューター１０に対して一
台のディスプレイ３０を接続した構成として説明したが、この構成に限定されない。例え
ば、一台のコンピューター１０に対して複数のディスプレイ３０を接続した構成であって
もよい。この場合、複数のディスプレイ３０のうち、プリンター４０で印刷される画像を
確認するためのディスプレイ３０に対して表示特性が調整されるように構成する。このよ
うにすれば、複数のディスプレイ３０のうち、例えば、画像の編集等を行うディスプレイ
３０と、表示特性が調整された画像を表示するディスプレイ３０と、を使い分けることが
可能となり、作業性を向上させることができる。
【００５１】
　（変形例２）上記実施形態では、一台のコンピューター１０に対して一台のプリンター
４０を接続した構成として説明したが、この構成に限定されない。例えば、一台のコンピ
ューター１０に対して複数のプリンター４０を接続した構成であってもよい。また、コン
ピューター１０には互いに機種が異なるプリンター４０が接続された構成であってもよい
。この場合、ハードディスク装置１４には、プリンター４０の機種毎に印刷される用紙に
対応してディスプレイ３０の表示特性を調整する表示特性調整情報等が記憶される。また
、印刷設定部２２０において、複数のプリンター４０のうちから、印刷のために駆動する
プリンター４０を選択し、選択されたプリンター４０における用紙を設定するように構成
する。このようにすれば、さらに作業性を向上させることができる。
【００５２】
　（変形例３）上記実施形態では、印刷設定部２２０において、用紙の種類、用紙の地色
及び用紙の液体定着性をそれぞれ選択するように構成したが、これに限定されない。例え
ば、任意に選択可能に構成してもよい。具体的には、用紙の種類のみを選択し、他の項目
については、用紙の種類に紐付けて表示特性調整情報に含めておき、選択された用紙に応
じて、選択、設定し、表示調整に反映可能な構成としてもよい。このようにすれば、印刷
する用紙の特性を生かした表示調整を行うことができる。また、プリンタードライバー１
４２で選択された用紙に基づき、用紙の特性情報を特定し、色調整部にて色変換処理を行
ってもよい。
【００５３】
　（変形例４）上記実施形態では、第１色調整部２３０及び第２色調整部２６０において
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ＩＣＣプロファイルを適用して色変換処理を実行したが、これに限定されない。例えば、
ディスプレイドライバー１４１やプリンタードライバー１４２に搭載の色変換機能を用い
て色変換処理を実行してもよい。このようにしても、上記同様の効果を得ることができる
。
【符号の説明】
【００５４】
　１…印刷システム、２…画像処理装置、１０…コンピューター、１２…ＣＰＵ、１４…
ハードディスク装置、１５…入力装置、１６…ＲＡＭ、１７…ＲＯＭ、１８…インターフ
ェイス、１９…バス、３０…ディスプレイ（表示部）、４０…プリンター、１４１…ディ
スプレイドライバー、１４２…プリンタードライバー、１４３…アプリケーション、２０
０…画像処理部、２１０…画像データ入力部、２２０…印刷設定部、２３０…第１色調整
部（色調整部）、２４０…表示調整部、２５０…ディスプレイデバイス出力部、２６０…
第２色調整部、２７０…プリンターデバイス出力部、３００…設定画面、３１０…用紙の
種類の選択部、３２０…用紙の地色の選択部、３３０…用紙の液体定着性の選択部。

【図１】 【図２】
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